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は じ め に

　刈谷市歴史博物館の開館後、初めての「年報（第１号）」を刊行する運びとなりま

した。

　刈谷市では、これまで郷土資料館や資料室分室（城町図書館内）において、郷土

資料を展示し、刈谷の歴史を継承してまいりました。しかし、適切な資料展示や保

存を可能とする総合的な施設の必要性の高まりや、より多くの市民に学びの機会を

提供するため「刈谷市歴史博物館」は平成３１年３月２４日に開館しました。

　開館記念企画展「水野勝成展」から合計４回の企画展を開催し、常設展示も適宜

展示替えを行いながら諸事業を実施しました。また、小中学校の児童・生徒や市民

の方たちの見学も多く受け入れるなど、刈谷の歴史に親しんでいただけるよう努め

てまいりました。残念ながら令和２年３月４日から、新型コロナウイルス感染症拡

大防止のために休館しましたが、改めて博物館の果たす役割を考える機会ととらえ、

資料の保存・調査研究と更なる活用に加えて、積極的な情報発信に取り組んでまい

ります。

　このたび、刈谷市歴史博物館「年報（第１号）」を刊行するにあたり、関係各位に

は開館前から当館の運営にご理解とご協力を賜りました。深く感謝申し上げるとと

もに、今後とも変わらぬご指導、ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。

令和２年１０月

刈谷市歴史博物館



目 次

Ⅰ　沿革 ・ 施設概要  ・ ・ ・ ・ ・ ・ 　　１

　１　沿革

　２　施設概要

Ⅱ　展示事業　　 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 　　３

　１　常設展示

　２　企画展示

Ⅲ　教育普及事業  ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ １２

　１　講演会

　２　出前講座

　３　博学連携

　４　歴史体験講座

　５　簡単工作

　６　シアター

　７　刈谷城盛上げ隊定期出演

　８　その他の開催行事

Ⅳ　収集保管事業　 ・ ・ ・ ・ ・ ・ 　　１９

　１　収蔵資料

　２　調査件数

　３　特別利用件数

　４　寄贈資料

　５　新規寄託資料

　６　購入資料

　７　修復資料

Ⅴ　埋蔵文化財事業　 ・ ・ ・ ・ ・ 　　２３

　１　埋蔵文化財取扱業務

　２　主な調査概要

　３　出土遺物等整理事業

Ⅵ　管理 ・ 運営   ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ２７

　１　組織

　２　職員

　３　決算

　４　刈谷市歴史博物館協議会

　５　刈谷市文化財保護審議会

　６　利用状況

　７　広報出版物

Ⅶ　条例 ・ 規則　 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ３７

　１　刈谷市歴史博物館条例

　２　刈谷市歴史博物館条例施行規則

※ 本年報は平成 3１年 3 月の実績を含みます。

- 2 -



　刈谷市は、 長い歴史の中で培われた市の財産である資料の保存 ・ 継承 ・ 調査 ・ 研究を行うこと

を目的とし、 それらの資料を活用することで、 市民 （利用者） が刈谷の歴史に親しみ学ぶことがで

きる施設の設立をめざし、 第 6 次総合計画から歴史博物館建設事業計画を開始した。

　平成 19 年度には庁内で検討プロジェクトを発足し、 平成 22 年度に基本計画を策定、 平成 23 年

度から外部の有識者を含めた検討委員会を開催し、 建設計画が本格的に動き始めた。

　その後、基本設計 （平成 26 年度）、展示・建物実施設計及び用地測量、環境調査 （平成 27 年度）

を経て、 平成 28 年度から建設工事に着手した。

　平成 30 年 5 月 31 日に竣工し、 平成 31 年 3 月 24 日に “刈谷の歴史に親しみ、 見て、 触れて、

体験して学ぶことができる施設” として開館した。

１． 沿革

（１） 概要

２． 施設概要

　Ⅰ　沿革 ・ 施設概要

所  在  地　愛知県刈谷市䭣 妻町 4 丁目 25 番地 1

開館時間　9 時～ 17 時

休  館  日　月曜日 （月曜が祝日の場合は翌日）、 祝日の翌日、 年末年始

観  覧  料　歴史ひろば （常設展示室） ・ お祭りひろば （祭り展示室） ： 無料

企画展示室 ： 企画展ごとに異なる

設 計 監 理　株式会社佐藤総合計画

建 　 　 　 築　鴻池 ・ 角文特定建設工事共同企業体

竣 　 　 　 工　平成 30 年 5 月 31 日

開 　 　 　 館　平成 31 年 3 月 24 日

建  設  費　3,425,043 千円

（２） 工事概要

構 　 　 　 造　鉄骨鉄筋コンクリート造　一部鉄骨造　地上 2 階建

敷 地 面 積　11,958.10 ㎡

建 築 面 積　3,099.92 ㎡

延 床 面 積　4,263.65 ㎡

（３） 建物概要
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（４） 諸室概要

1 階

① エントランス 270 ㎡ ④ 体験学習室 56 ㎡ ⑦ 事務室 73 ㎡ ⑩ 資料閲覧室 33 ㎡

② お祭りひろば

　　（祭り展示室）
235 ㎡ ⑤ 第 1 会議室 14 ㎡ ⑧ 遺物整理室 113 ㎡ ⑪ 資料整理室 91 ㎡

③ 講座室 138 ㎡ ⑥ 第 2 会議室 16 ㎡ ⑨ 遺物収蔵庫 186 ㎡ ⑫ 図書収蔵庫 143 ㎡

2 階

① 企画展示室 204 ㎡ ④ 写場 31 ㎡ ⑥ 第 1 収蔵庫 146 ㎡ （＋中 2 階 110 ㎡）

② 歴史ひろば

　 （常設展示室）
277 ㎡ ⑤ 収蔵庫前室 28 ㎡ ⑦ 第 2 収蔵庫 157 ㎡ （＋中 2 階 128 ㎡）

③ 準備室 74 ㎡
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１． 常設展示

常設展示はテーマ展示とし、 刈谷の特徴的な 3 つの時代として 「刈谷の縄文時代」 「刈谷藩と城

下町」「刈谷発の近代化」を設定している。 年に数回展示替えを行い、新出資料などを公開している。

（ア） 展示テーマ

a. 遊動から定住へ

b. 縄文人の食

c. 縄文人の装い

d. 人やモノの交流

e. 縄文の祈り

（イ） 主な展示資料

a. 縄文土器 （早期 ・ 前期 ・ 中期 ・ 後期 ・ 晩期 / 全て刈谷市内出土 ・ 当館蔵）

b. 盤状集骨墓 （本刈谷貝塚出土 ・ 当館蔵）

ジオラマ（芋川遺跡）

刈谷市は愛知県下でも縄文遺跡の多い地域のひとつであることから、様々な出土遺物を展示し、

当時の人々の豊かな暮らしぶりを紹介している。

刈谷城の築城と歴代刈谷藩主による支配の様子、 城下町 ・ 農村における庶民の暮らしや、 幕

末期における天誅組など、 近世の刈谷の動きを紹介している。

（ア） 展示テーマ

a. 水野氏の刈谷進出と於大

b. 刈谷城と歴代藩主

c. 城下と村の発展

d. 天誅組

（イ） 主な展示資料

a. 刈谷藩主土井家家紋入鬼瓦 （当館蔵）

b. 松本奎堂肖像画 （当館蔵）

c. 刈谷城ジオラマ （宝永～正徳期） ［製作］

※タブレット端末をジオラマにかざす AR 体験により、 立体的に人物や背景を紹介している。

［専用のタブレット端末は無料貸出］

近世展示スペース

　Ⅱ　展示事業

（１） 歴史ひろば

ア 刈谷の縄文時代〜衣ヶ浦が育んだ縄文人の豊かな暮らし〜 ［縄文時代］

イ 刈谷藩と城下町〜初代刈谷藩主水野勝成と刈谷城下〜 ［戦国 ・ 江戸時代］
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　ものづくりの文化を持つこの地の近代化がいかにして進んだか、 自動織機試験工場誘致を軸に、

刈谷町の人々が尽力した様子や近代の刈谷のまちの様子を紹介している。

　また近代化に向けた教育の充実化も紹介している。

（ア） 展示テーマ

　　a. 近代化の基盤と工業都市刈谷の発展

　　b. 教育文化の充実

（イ） 主な展示資料

　　a. 豊田自動織機Ｇ 3 型 （当館蔵）

　　b. 村上文庫鬼瓦 （当館蔵）

　　c. 刈谷駅ジオラマ ［製作］

　　d. 刈谷ものがたり ［映像］ （約 20 分）

　　　 ※刈谷が発展した経緯を物語仕立ての実写映像で上映。

　刈谷の歴史を楽しく学ぶことができるスペースを設けている。

（ア） 「刈谷の偉人たち」

　　　刈谷を代表する偉人達のオリジナルアニメを視聴できる。

（イ） 「体験コーナー」

　　　縄文 ・ 近世 ・ 近代の衣装の着装体験や、 土器の再現パズル ・ 刈谷地図パズル、 千両箱の

　　重さを体験できる。

　刈谷の特徴的な 3 つの祭り （大名行列 ・ 山車祭、 万燈祭、 野田雨乞笠おどり） について、 祭礼

道具の展示をはじめ、 臨場感あふれる過去の祭りの映像によって紹介している。

（ア） 大名行列 ・ 山車祭において実際に使用する山車 2 台及び 「奴のねり道具」 を展示。

（イ） 万燈祭で使用する大万燈の展示のほか、 万燈の担ぎ体験が可能。

（ウ） 野田雨乞笠おどり衣装及び道具を展示。

お祭りひろば

近代展示スペース

ウ　刈谷発の近代化〜豊田佐吉 ・ 喜一郎が拓いたまちの発展〜 ［明治 ・ 大正 ・ 昭和時代］

エ　その他

（２） お祭りひろば

ア　主な内容
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２． 企画展示

（１） 開館記念企画展

初代刈谷藩主　水野勝成展　～ 「鬼日向」 のいくさ と まちづくり～

会 場 企画展示室

観 覧 料 無料

入場者数 20,161 人

出品点数 70 点

印 刷 物 B2 ポスター、 A4 チラシ、 出品目録 （A4）

図録 （A4 変型 ・ 72 頁 ・ 800 円）

【概要】	

　刈谷藩の初代藩主である水野勝成は 「鬼日向」 の異名でも

知られるように、 武勇の面で注目されてきた。 しかしそれは、 水

野勝成という人物の一面を捉えたにすぎない。 勝成の活躍は江

戸初期の日本において輝かしいものがあり、 200 年を超える江

戸時代の平和を創りあげる上で大きな役割を果たした。

　本展では勝成の武勇に関する資料を展示するとともに、 福山 （現在の広島県） 藩主としての城

下町開発に関わる資料も取り上げ、 勝成の人物像に迫った。

【主な展示資料】

　 ・ 織田信長朱印状 （個人蔵 ・ 茨城県立歴史館寄託）

　 ・ 金箔押長烏帽子形変り兜 （福山城博物館蔵）

　 ・ 裏永楽銭紋黒熊毛二枚胴具足 （賢忠寺蔵）

　 ・ 鉄砲玉 （島原の乱使用） （南島原市教育委員会蔵）

　 ・ 水野家家紋入膳碗 （福山市妙政寺蔵 ・ 福山城博物館寄託）

【関連行事】

ア　記念講演会

　　 講師　水野勝之氏 （水野宗家 20 代当主）

　（ア） 演題　「水野勝成を巡る人間模様」

　　 日時　3 月 24 日 （日） 13 時 30 分～ 14 時 30 分 ［講座室］ （聴講 230 人）

　（イ） 演題　「私の歴史、 文化活動」

　　 日時　5 月 4 日 （土 ・ 祝） 14 時～ 15 時 ［講座室］ （聴講 136 人）

記念講演会「私の歴史、文化活動」水野勝之氏

会 期 平成 31 年 3 月 24 日 （日） ～令和元年 5 月 19 日 （日） （51 日間）
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イ　関連講演会

　（ア） 演題　「水野氏と城下町」

　　 日時　3 月 30 日 （土） 13 時 30 分～ 15 時 ［講座室］ （聴講 130 人）

　　 講師　山村亜希氏 （京都大学准教授）

　（イ） 演題　「徳川家康と刈谷水野氏」

　　 日時　5 月 12 日 （日） 14 時～ 15 時 30 分 ［講座室］ （聴講 150 人）

　　 講師　藤井讓治氏 （京都大学名誉教授 ・ 石川県立歴史博物館長）

ウ　特別イベント 「福山デー」

　　日時　5 月 5 日 （日 ・ 祝） （来館者数 841 人）

　（ア） 福山城博物館学芸員による特別講座 ・ ギャラリートーク　

　　 13 時 30 分～ ［講座室 ・ 企画展示室］　（聴講 75 人）

　　 講師　皿海弘樹氏 （福山城博物館学芸員）

　（イ） 喜多流大島能楽堂による出張公演

　　 a. 11 時～　b. 13 時～ ［エントランス］ （観覧延べ 112 人）

　　 講師　大島衣恵氏 （能楽シテ方喜多流）

　（ウ） 備後絣製作実演 （糸車の体験を含む）

　　 a. 10 時～　b. 11 時～　c. 14 時～　［体験学習室］

　　 協力　備後かすり学習会

　（エ） 福山市ＰＲブースの出展

　　 （チラシ配布、 ばらグッズ等の販売）

　 　10 時～ 15 時 ［屋外］

エ　イベント

　（ア） 戦国講談

　 　日時　4 月 13 日 （土） 14 時～ ［講座室］ （観覧 95 人）

　 　講師　旭堂鱗林氏 （講談師）

　（イ） 水野勝成関連武将画コーナー 「水野勝成伝～ “鬼日向” とサムライたち」

　 　日時　4 月 23 日 （火） ～ 5 月 3 日 （金 ・ 祝） ［講座室］ （見学者延べ 2,835 人）

　 　作者　正子公也氏 （絵巻作家）

　（ウ） 「八朔の馬出し」 特別展示

　 　鞆の浦 （福山市） で子どもの成長を願い開催される祭 「八朔の馬出し」 で使われる馬を展示。

　 　日時　4 月 28 日 ( 日 ) ～ 5 月 5 日 （日 ・ 祝） ［エントランス］ （福山デー関連）

オ　展示説明会

　　日時　4 月 6 日 （土） 14 時～ ［講座室］ （聴講 50 人）

　　講師　長澤慎二 （当館学芸員）

カ　学芸員によるギャラリートーク

　　日時　4 月 14 日 （日）、 4 月 29 日 （月 ・ 祝）、 5 月 3 日 （金 ・ 祝）、 5 月 18 日 （土）

　　　　　　各 11 時～ ［企画展示室］ （計 4 回、 聴講延べ 68 人）

「福山デー」　備後絣製作実演の様子

福山城博物館学芸員による
ギャラリートーク風景
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【関連行事】

ア　イベント

　（ア） おとなの金夜講座 「超初級くずし字を読む講座」

　　 日時　8 月 2 日 （金） 19 時～ ［体験学習室］ （参加者 16 人）

　　 講師　永井優香子 （当館学芸員）

　（イ） ふろしき講習会

　　 日時　8 月 31 日 （土） a. 10 時～　b. 14 時～ ［体験学習室］ （参加者延べ 31 人）

　　 講師　久保村正髙氏 （日本風呂敷協会　事務局長）

　（ウ） ミニ SL に乗ってみよう！

　　 日時　8 月 10 日 （土） 11 時～ 16 時 ［屋外］

　　　　　 　8 月 11 日 （日） 10 時～ 15 時 30 分 ［屋外］ （参加者延べ 581 人）

　　 協力　刈谷 D51777 愛好会

　（エ） のりもののおもちゃで遊ぼう！

　　 日時　8 月 10 日 （土） ～ 12 日 （月 ・ 祝） ［エントランス］

　（オ） ＲｅｋｉｈａＱｕｉｚ （レキハクイズ）

　　 「はこぶ」 ことに関するクイズイベント

　　 日時　会期中の土日祝日 （参加者延べ 509 人）

（２） 夏季企画展

はこぶものたち　―運搬事始メ―

【概要】	

　鉄道 ・ 刈谷駅の誘致や株式会社豊田自動織機製作所自動車

部 （トヨタ自動車株式会社の前身） が生み出した国産第一号乗

用車など、 近現代の刈谷市の産業発展は、 運搬技術の発達と

深く関わっている。 「はこぶ」 というテーマのもと、 江戸時代から

現代にかけて運搬する乗り物を模した玩具や実際に用いられた

民具を展示した。

【主な展示資料】

　 ・ 木製 1 分の 1 初代カローラ （公益財団法人あすて）

　 ・ 三河鉄道時刻表および旅客運賃表 （当館蔵）

　 ・ ミゼット模型 （個人蔵）

イ　学芸員によるギャラリートーク

　　日時　7 月 27 日 （日）、 8 月 25 日 （日） 各 13 時 30 分～ ［講座室］ （計 2 回、 聴講延べ 28 人）

「超初級くずし字を読む講座」の様子

会 期 令和元年 7 月 23 日 （火） ～ 9 月 1 日 （日） （36 日間）

会 場 講座室

観 覧 料 無料

入場者数 4,503 人

出品点数 65 点

印 刷 物 B2 ポスター、 A4 チラシ

解説パンフレット （A4 ・ 4 頁 ・ 無料）
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（３） 企画展

発掘された中条遺跡展―地下に眠る刈谷の１万年―

【概要】	

　刈谷市重原本町にある中条遺跡は平成 9 年度から 12 年度に

かけて発掘調査を実施し、4 年間で約 17,300 ㎡の調査を行った。

縄文時代の貝塚もさることながら、 飛鳥時代から室町時代までの

遺構 ・ 遺物が大量に出土し、 刈谷の歴史を知る上で貴重な発

見があった。

　出土品の中には東北地方の特徴をもった土偶 （縄文時代）、中国でつくられた染付皿 （室町時代）

など各時代において様々な地域との関わりを示すものが含まれており、 かつてこの場所に住む人々

が多くの地域と交流しながら生活していたことが初めてわかった。

　本展示では、 中条遺跡の出土品を中心に、 刈谷市におけるいにしえの人々の暮らしについて紹

介した。

【主な展示資料】

　 ・ 土偶 （北秋田市漆下遺跡出土）

　 ・ 縄文土器 （西尾市八王子貝塚出土）

　 ・ 塑像仏 （中条遺跡出土 ・ 当館蔵）

　 ・ 中国製磁器 （景徳鎮窯） （中条遺跡出土 ・ 当館蔵）

　 ・ 天目茶碗 （中条遺跡出土 ・ 当館蔵）

講演会「古代碧海郡と中条遺跡」西宮秀紀氏

【関連行事】

ア　講演会

　（ア） 演題　「縄文時代の中条遺跡～土偶の目から見てみると～」

　 　日時　9 月 7 日 （土） 13 時 30 分～ 15 時 ［講座室］ （聴講 36 人）

　 　講師　伊藤正人氏 （元名古屋市教育委員会）

　（イ） 演題　「古代碧海郡と中条遺跡」

　 　日時　9 月 15 日 （日） 13 時 30 分～ 15 時

　　　　　　［講座室］ （聴講 63 人）

　 　講師　西宮秀紀氏 （愛知教育大学名誉教授）

会 期 令和元年 9 月 7 日 （土） ～ 11 月 4 日 （月 ・ 祝） （49 日間）

会 場 企画展示室

観 覧 料 無料

入場者数 5,652 人

出品点数 183 点

印 刷 物 B2 ポスター、 A4 チラシ

解説パンフレット （A4 ・ 8 頁 ・ 無料）
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学芸員によるギャラリートーク風景

イ　イベント

　（ア） 土偶マイム

　　 各地の土偶をパントマイムで紹介。

　　 日時　9 月 21 日 （土） a. 11 時～　b. 14 時～ ［エントランス］ （観覧者延べ 71 人）

　　 講師　白鳥兄弟

ウ　学芸員によるギャラリートーク

　　日時　9 月 23 日 （月 ・ 祝）、 10 月 6 日 （日）、 11 月 4 日 （月 ・ 祝）

　　　　　　各 11 時～ ［企画展示室］ （計 3 回、 聴講延べ 59 人）

土偶マイム　白鳥兄弟

　（ウ） 演題　「中条遺跡発掘秘話」

　 　日時　9 月 28 日 （土） 13 時 30 分～ 14 時 30 分 ［講座室］ （聴講 54 人）

　 　講師　鵜飼堅証 （当館学芸員）

　（エ） 演題　「重原荘をめぐる中世の館と村～中条遺跡を中心に～」

　 　日時　10 月 13 日 （日） 13 時 30 分～ 15 時 ［講座室］ （聴講 47 人）

　 　講師　鈴木正貴氏 （愛知県埋蔵文化財センター）

　（イ） 講座名　本物の土器 ・ 陶器を触ろう！

　　 日時　10 月 19 日 （土） 11 時～正午 ［体験学習室］ （参加者 15 人）

　　 講師　河野あすか （当館学芸員）

　（ウ） 講座名　古代の陶器づくりの技をみよう！体験しよう！

　　 日時　10 月 26 日 （土） 13 時 30 分～ 15 時 ［体験学習室］ （参加者 15 人）

　　 講師　青山健祐氏 （陶芸家／草の頭窯）

　（エ） 講座名　古代瓦のストラップ ・ マグネット作り

　　 日時　11 月 2 日 （土） 13 時 30 分～ 15 時 ［体験学習室］ （参加者 18 人）

　　 講師　萩原尚氏 （鬼師／萩原製陶所）
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（４） 企画展

刈谷の近代化と豊田佐吉 ・ 喜一郎－準備は出来たカリヤは邁進します－

【概要】	

　全国有数の産業都市として刈谷は名を馳せているが、 刈谷の

現代に繋がる産業のまちとしての発展の契機は、 豊田佐吉らによ

る豊田紡織株式会社の刈谷試験工場設置に求めることができる。

　刈谷の町民は、 熱意をもって約 10 万坪の土地を提供し工場の

誘致に成功した。 佐吉が刈谷に株式会社豊田自動織機製作所を設立し、 無停止杼換式豊田自動

織機 （G 型自動織機） が世界に広がっていった。 さらに佐吉の長子喜一郎は、昭和 10 年 （1935）、

A1 型試作乗用車の開発に成功し現在のトヨタ自動車に繋がっていく。

　この企画展では、 刈谷が産業のまちとして発展した経緯を、 豊田佐吉と喜一郎の足跡をたどりつ

つ紹介した。

【主な展示資料】

　 ・ 無停止杼換式豊田自動織機 （G 型自動織機） （トヨタ産業技術記念館蔵）

　 ・ 大正十三年三月二十七日　刈谷町会第九號議案 （刈谷市議会蔵）

　 ・ 西川 ・ 石黒重役宛豊田佐吉書簡 （株式会社豊田自動織機蔵）

　 ・ 『流線型』 第一巻第九号 （トヨタ博物館蔵）

【関連行事】

ア　講演会

　　 演題　「トヨタグループはじまり物語」

　　 日時　12 月 14 日 （土） 13 時 30 分～ 15 時 ［講座室］ （聴講 70 人）

　　 講師　成田年秀氏 （トヨタ産業技術記念館　主任学芸員 ・ 前副館長）

講演会「トヨタグループはじまり物語」成田年秀氏

会 期 令和元年 12 月 14 日 （土） ～令和 2 年 2 月 9 日 （日） （45 日間）

会 場 企画展示室

観 覧 料 無料

入場者数 5,303 人

出品点数 58 点

印 刷 物 B2 ポスター、 A4 チラシ、 出品目録 （A4）

解説パンフレット （A4 ・ 8 頁 ・ 無料）
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イ　イベント

　（ア） VR-CAR 試乗会

　　 日時　1 月 11 日 （土） 9 時～ 16 時 ［エントランス］ （参加者 24 人）

　　 協力　株式会社デンソー ・ 刈谷市観光案内所

　（イ） フーフーカーを作ろう！

　　 日時　1 月 12 日 （日） 13 時 30 分～ 14 時 30 分 ［体験学習室］ （参加者 13 人）

　　 講師　公益財団法人　刈谷少年少女発明クラブ

　（ウ） 特製ベーゴマを作ろう！

　　 日時　1 月 18 日 （土）

　　 　　　　a. 10 時～ 12 時　b. 13 時～ 15 時 ［体験学習室］ （参加者延べ 115 人）

　　 講師　アイシン精機株式会社

ウ　学芸員によるギャラリートーク

　　日時　12 月 22 日 （日）、 1 月 13 日 （月 ・ 祝）、 1 月 26 日 （日）

　　　　　　各 13 時 30 分～ ［企画展示室］ （計 3 回、 聴講延べ 78 人）

「特製ベーゴマを作ろう！」の様子

学芸員によるギャラリートーク風景

　（エ） おさの会の作品展示 ・ 実演

 　　日時　1 月 29 日 （水） ～ 2 月 2 日 （日） ［講座室］ （見学者延べ 307 人）

 　　協力　おさの会

　（オ） 石田退三旧宅 ・ 展示室見学

 　　日時　12 月 22 日 （日）、 1 月 13 日 （月 ・ 祝）、 1 月 26 日 （日）

　　 　　　　各 14 時 30 分～ （参加者延べ 80 人）

　　 協力　一般財団法人　石田退三記念財団
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　Ⅲ　教育普及事業

１． 講演会

開催日 演題 講師 人数

3 月 24 日 「水野勝成を巡る人間模様」 水野勝之氏 （水野宗家 20 代当主） 230

3 月 30 日 「水野氏と城下町」 山村亜希氏 （京都大学准教授） 130

5 月 4 日 「私の歴史、 文化活動」 水野勝之氏 （水野宗家 20 代当主） 136

5 月 5 日
（福山藩での水野勝成の

　　　　　　　　事績に関する内容）
皿海弘樹氏 （福山城博物館　学芸員） 75

5 月 12 日 「徳川家康と刈谷水野氏」
藤井讓治氏 （京都大学名誉教授

　　　　　　　　　石川県立歴史博物館長）
150

9 月 7 日
「縄文時代の中条遺跡

　　～土偶の目から見てみると～」
伊藤正人氏 （元名古屋市教育委員会） 36

9 月 15 日 「古代碧海郡と中条遺跡」 西宮秀紀氏 （愛知教育大学名誉教授） 63

9 月 28 日 「中条遺跡発掘秘話」 鵜飼堅証 （当館学芸員） 54

10 月 13 日
「重原荘をめぐる中世の館と村

　　　　　～中条遺跡を中心に～」
鈴木正貴氏（愛知県埋蔵文化財センター） 47

12 月 14 日 「トヨタグループはじまり物語」
成田年秀氏 （トヨタ産業技術記念館

　　　　　　　　　主任学芸員 ・ 前副館長）
70

２． 出前講座

（１） 出前講座

開催日 団体名 講師 （当館学芸員） 人数

4 月 21 日 刈谷市身体障害者福祉協会 河野あすか 40

4 月 21 日 中友会 鵜飼堅証 35

5 月 14 日 刈谷市立住吉小学校
河野あすか

五十嵐正也
128

7 月 3 日 刈谷市公民館連絡協議会 井筒康人 55

7 月 15 日 一ツ木老人クラブ五月会 鵜飼堅証 30

7 月 30 日 刈谷市南部第一民生委員 ・ 児童委員協議会 山下智也 23

9 月 4 日 刈谷ふるさとガイドボランティアの会 鵜飼堅証 21

11 月 7 日 刈谷市自治連合会 永井優香子 21

12 月 4 日 刈谷ふるさとガイドボランティアの会 河野あすか 20

（企画展関連講演会）　会場 ： 講座室
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※ 3 月 18 日、 19 日は新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止。

開催日 団体名 講師 （当館学芸員） 人数

3 月 18 日 刈谷ふるさとガイドボランティアの会 山下智也 中止

3 月 19 日 高須むつみ会 五十嵐正也 中止

（２） 刈谷ふるさとガイドボランティア養成講座

開催日 内容 講師 （当館学芸員） 人数

2 月 5 日
刈谷の歴史 （原始～古代） 河野あすか

6
刈谷の歴史 （中世～近世） 五十嵐正也

2 月 19 日

刈谷の歴史 （近代～現代） 井筒康人

3刈谷の埋蔵文化財 鵜飼堅証

資料の調べ方 長澤慎二

3 月 18 日
刈谷市の文化財 長澤慎二

4
歴史博物館について 永井優香子

「ガイドボランティア養成講座」
学芸員による講習風景①

「ガイドボランティア養成講座」
学芸員による講習風景②
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（１） 市内学校見学受け入れ

３． 博学連携

ア　市内小学３年生 （児童数計　1,335 人）

　　内容 ： 常設展見学 ・ 万燈担ぎ体験

見学日 学校名 人数 見学日 学校名 人数

11 月 15 日 小高原小学校 90 12 月 12 日 東刈谷小学校 114

11 月 21 日 衣浦小学校 90 12 月 13 日 朝日小学校 62

11 月 26 日 住吉小学校 109 12 月 17 日 朝日小学校 63

11 月 28 日 富士松北小学校 62 1 月 9 日 かりがね小学校 81

12 月 3 日 平成小学校 65 1 月 10 日 かりがね小学校 82

12 月 5 日 双葉小学校 111 1 月 16 日 小垣江小学校 107

12 月 6 日 日高小学校 81 1 月 24 日 富士松南小学校 119

12 月 10 日 小垣江東小学校 37 1 月 28 日 富士松東小学校 62

イ　市内小学校 （３年生以外 / 児童数計　445 人）

見学日 学校名 学年 人数 内容

4 月 16 日 亀城小学校 6 32 埋蔵文化財保存作業 ・ 土器講座

（社会科）4 月 19 日 亀城小学校 6 32

4 月 23 日 亀城小学校 6 31

10 月 30 日 住吉小学校 6 64 企画展 「発掘された中条遺跡展」

常設展見学　（総合的な学習）11 月 1 日 住吉小学校 6 64

12 月 18 日 富士松東小学校 6 77 企画展「刈谷の近代化と豊田佐吉・喜一郎」

常設展見学

（社会科）

1 月 21 日 小垣江東小学校 4 49

2 月 6 日 亀城小学校 4 64

2 月 7 日 亀城小学校 4 32

ウ　市内中学１年生 （生徒数計　1,376 人）

　　内容 ： 常設展 ・ 埋蔵文化財遺物整理室見学、 講義 （講座室）

見学日 学校名 人数 見学日 学校名 人数

5 月 23 日 刈谷東中学校 120 6 月 4 日 雁が音中学校 128

5 月 24 日 刈谷東中学校 95 6 月 5 日 雁が音中学校 135

5 月 28 日 刈谷南中学校 124 6 月 6 日 朝日中学校 132

5 月 29 日 刈谷南中学校 92 6 月 7 日 朝日中学校 101

5 月 30 日 依佐美中学校 132 6 月 14 日 富士松中学校 176

5 月 31 日 依佐美中学校 141
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エ　市内高等学校 （生徒数計　43 人）

見学日 学校名 学年 人数 内容

8 月 6 日 愛知県立刈谷高等学校 2 3 常設展見学 （課題研究協力）

9 月 19 日
愛知県立刈谷北高等学校

（国際教養科）
1 40

常設展見学

（オーストラリア留学生含む見学）

（２） 市外学校見学受け入れ

ア　市外小学校 （児童数計　128 人）

見学日 学校名 学年 人数 内容

7 月 11 日 碧南市立新川小学校 6 64 常設展・埋蔵文化財遺物整理室見学、

講義 （講座室）7 月 12 日 碧南市立新川小学校 6 64

（３） 職場体験受け入れ

ア　中学校 2 年生職場体験学習 （参加生徒数計　12 人）

期間 学校名 人数
業務内容（下記参照 /3,5,9 は該当なし）

（１） （2） （4） （6） （7） （8）

市内

12 月 3 ～ 4 日 依佐美中学校 2 〇 〇 〇 〇 〇

12 月 10 ～ 12 日 刈谷東中学校 3 〇 〇 〇 〇 〇 〇

1 月 15 ～ 17 日 雁が音中学校 3 〇 〇 〇 〇 〇

1 月 22 ～ 24 日 朝日中学校 3 〇 〇 〇 〇 〇

市外 1 月 16 ～ 17 日 大府市立大府中学校 1 〇 〇 〇 〇

イ　大学生インターンシップ （参加学生数計　2 人）

期間 学校名 人数
業務内容（下記参照 /2,7,8 は該当なし）

（１） （3） （4） （5） （6） （9）

10 月 2、 3、 8 ～ 10 日 愛知教育大学 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇

ウ　教員 10 年経験者異業種研修 （参加教員数計　3 人）

期間 学校名 人数
業務内容（下記参照 /2,7,8 は該当なし）

（１） （3） （4） （5） （6） （9）

7 月 31 日

8 月 9 ～ 10 日
愛知県立刈谷東高等学校 1 〇 〇 〇 〇 〇 〇

8 月 9 ～ 10 日 日進市立日進西中学校 1 〇 〇 〇 〇 〇

8 月 10 日 愛知県立刈谷北高等学校 1 〇 〇

※参照 ： 業務内容

【博物館業務】 【埋蔵文化財業務】

(1) 受付 ・ 監視 (6) 遺物整理 （土器接合、 拓本とり）

(2) 見学学習補助 （小 3 万燈体験、 資料館体験等） (7) 発掘 （中手山貝塚）

(3) イベント補助 （資料館夏祭り） 【その他】

(4) 文化財保護活動 （文書清掃、 収蔵庫清掃など） (8) 調査 （レポート作成）

(5) 展示物作成 （キャプションなど） (9) 収蔵庫見学
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４． 歴史体験講座

月に一度、 月末の日曜に歴史に関する体験講座を開講した。 （外部委託）

場 所　体験学習室 （※ 9 月 22 日の 「ミニはにわづくり」 のみ屋外）　

開催日 時間 講座名 参加料 参加者数

5 月 26 日
第 1 回 10 時～ 12 時

第 2 回 13 時 30 分～ 15 時 30 分
姫きものを作ろう！ 1,500 円 29

6 月 23 日
第 1 回 10 時～ 12 時

第 2 回 13 時～ 15 時
はじめての水墨画体験 500 円 26

7 月 28 日
第 1 回 9 時 30 分～ 11 時 30 分

第 2 回 13 時 30 分～ 15 時 30 分
紙すき体験 100 円 26

8 月 25 日 9 時～ 15 時 オリジナル風鈴づくり 500 円 47

9 月 22 日 10 時～ 15 時 ミニはにわづくり 800 円 7

10 月 27 日 9 時 30 分～ 14 時 30 分 くみひもづくり 1,500 円 9

11 月 24 日
第 1 回 10 時～ 11 時 30 分

第 2 回 13 時～ 14 時 30 分
はじめての練り切りづくり 1,000 円 30

12 月 22 日
第 1 回 10 時～ 12 時

第 2 回 13 時～ 15 時

光センサー

　　 ・ よけロボカーをつくろう
2,500 円 7

1 月 26 日
第 1 回 10 時～ 12 時

第 2 回 13 時 30 分～ 15 時 30 分
三河仏壇の技術を学ぼう ( 蒔絵 ) 800 円 20

2 月 23 日
第 1 回 10 時～ 12 時

第 2 回 13 時～ 15 時
いがまんじゅう作り 500 円 19

延べ参加人数 220

「はじめての水墨画体験」風景 「いがまんじゅう作り」風景
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５． 簡単工作

　手軽に体験できる簡単工作を土日祝日に開催した。 ただし、 開館当初の 3 月 25 日から 4 月 7 日

までは特別期間として平日も開催した。

場 所　体験学習室　

受 付 時 間　9 時～ 16 時 30 分

開催期間 講座名 参加料

3 月 25 日～ 4 月 プラ板キーホルダーをつくろう！ 50 円

3 月 25 日～ 6 月
勾玉をつくろう！ 100 円

折り紙でカキツバタをつくろう！ 無料

7 ～ 9 月
オリジナルうちわをつくろう！ 100 円

ペーパークラフトで車をつくろう！ 無料

10 ～ 12 月
はにわストラップをつくろう！ 50 円

ペーパークラフトで土器をつくろう！ 無料

1 ～ 3 月
オリジナルミニ屏風をつくろう！ 100 円

紋切りでいろんな形をつくろう！ 無料 簡単工作作品
　　“ はにわストラップ ”

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため 3 月 4 日以降は中止。

６． シアター

（１） 講座室上映

　刈谷ゆかりの人物や事柄についての映像を１、 2 ヶ月ごとに変更しながら開館時間にわたり上映。

　　上映内容 ： 刈谷偉人伝、 中条遺跡発掘記録、

　　　　　　　　　 ビデオ広報かりや 「刈谷映像アーカイブ　よみがえる昭和の思い出」 等

（２） ミュージアムシアター

映画 「武士の家計簿」 上映 （開館一周年記念）

日時　令和 2 年 3 月 28 日（土）13 時 30 分～（上映時間 129 分）

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止。

７. 刈谷城盛上げ隊定期出演

刈谷城盛上げ隊による演舞やクイズゲームなどを開催。

出演回数　12 回

※ 2 月、 3 月出演予定は新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止。
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８． その他の開催行事

（１） 甲冑レプリカ試着体験

開館記念企画展 「水野勝成展」 に関連して、 甲冑レプリカの試着及び敷地内撮影イベントを開催。

日 時　5 月 3 日 （金）

　　　　　　　　ア　10 時～ 12 時

　　　　　　　　イ　13 時～ 15 時

協 力　東浦商工会　手づくりよろいの会

場 所　体験学習室

参 加 費　無料

参 加 人 数　延べ 51 人

（２） 国際博物館の日記念イベント 「缶バッチづくり」

国際博物館の日を記念し、 歴史博物館オリジナル缶バッチ製作の体験イベントを開催。

日 時　5 月 18 日 （土）

　　　　　　　　ア　10 時～ 12 時 ［２階エレベーター前］

　　　　　　　　イ　13 時～ 15 時 ［体験学習室前］

参 加 費　無料

参 加 人 数　延べ 183 人

（３） おはなし会

夏季企画展 「はこぶものたち」 に合わせ、乗り物をテーマとした絵本の読み聞かせを行った。

日 時　8 月 10 日 （土） 11 時～ 11 時 30 分　

協 力　おたまじゃくしの会 （ボランティア団体）

場 所　エントランス

参 加 費　無料

参 加 人 数　延べ 21 人

おはなし会　読み聞かせの様子
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　Ⅳ　収集保管事業

１． 収蔵資料

歴史資料 古文書 考古資料

7,612 件 60,611 件 1,394 箱 （コンテナ箱数）

２． 調査件数

　個人や団体などから依頼を受け、 資料調査を行った。

下記リストのほかに個人宅に赴き調査を行った。 （10 件）

調査日 調査場所

5 月 29 日 小山薬師堂

6 月 12 日 小垣江神明神社 （1 回目）

6 月 13 日 今岡神明社

7 月 30 日 小垣江神明神社 （2 回目）

10 月 25 日 刈谷消防署

12 月 28 日 小垣江神明神社 （3 回目）

３． 貸出 ・ 画像提供利用件数

（１） 資料貸出状況

貸出日 貸出先 貸出目的 資料名

3 月 22 日
大府市歴史民俗資

料館

4 月 13 日～ 5 月 19 日

企画展 「発掘！！桶狭間」
中条遺跡出土考古資料　一式

7 月 24 日 個人
8 月 25 日

中 ・ 向組班長会議
秋葉神社貝塚出土資料　一式

8 月 22 日 鈴鹿市考古博物館

10 月 12 日～ 12 月 15 日

特別展 「塩を作り、 運ぶ～

伊勢湾をめぐって～」

王江遺跡出土製塩土器 3 点

9 月 13 日 愛知県陶磁美術館

11 月 2 日～ 12 月 22 日

特別企画展 「愛知やきものセ

レクション－県指定文化財の

陶磁器－」

県指定文化財 本刈谷貝塚出

土土器 （深鉢片等） 7 点

同貝塚出土土偶 1 点

9 月 19 日
みよし市立歴史民

俗資料館

10 月 19 日～ 12 月 15 日

秋季特別展 「太古のロマン

を求めて　稲垣輝行氏石器

コレクション展」

市指定文化財 陣戸池遺跡出

土有茎尖頭器 1 点

（令和 2 年 3 月 31 日現在）
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（２） 資料画像提供状況

貸出日 貸出先 貸出目的 資料名 （記載のないものは当館蔵）

3 月 14 日
知多メディアスネットワー

ク株式会社
テレビ番組放映 絹本著色伝通院画像 （楞厳寺蔵）

4 月 11 日 株式会社テレビ朝日 テレビ番組放映 豊臣秀吉朱印状

5 月 16 日
株式会社オフィスげんぞ

う
テレビ番組放映

天子神社貝塚出土資料　一式

山の神遺跡出土資料　一式

本刈谷貝塚出土資料　一式

芋川遺跡出土資料　一式

5 月 17 日 仙台市博物館 書籍掲載 伊達政宗書状

9 月 12 日
名古屋テレビ放送株式会

社
テレビ番組放映 刈谷市郷土資料館 （外観 ・ 内観）

10 月 4 日
愛知県国登録有形文化

財建造物所有者の会
冊子掲載 刈谷市郷土資料館 （内観）

11 月 17 日 株式会社文と編集の杜 冊子掲載 絹本著色板倉重宗画像 （松雲院蔵）

11 月 18 日
株式会社名古屋リビング

新聞社
冊子掲載 刈谷市郷土資料館 （外観）

11 月 20 日 株式会社弘春堂 カレンダー掲載 刈谷市郷土資料館 （外観）

11 月 22 日 株式会社吉川弘文館 書籍掲載 絹本著色板倉重宗画像 （松雲院蔵）

11 月 26 日 個人 書籍掲載
感謝ノ辞 ・ 包

証 （金銭領収）

11 月 27 日 株式会社テレビ朝日 テレビ番組放映 豊臣秀吉朱印状

12 月 3 日 株式会社ナイスク 書籍掲載
天板付き木製机 （２人用）、

いす （木製）、 石筆、 鉄筆

12 月 19 日
株式会社ネット ・ フレン

ズ編集部
冊子掲載 刈谷市郷土資料館 （内観）

12 月 25 日 個人 講演資料掲載 刈谷市郷土資料館 （外観 ・ 内観）

12 月 27 日 株式会社グループ現代 テレビ番組放映 絹本著色伝通院画像 （楞厳寺蔵）

12 月 27 日 有限会社秋耕社 書籍掲載 刈谷城絵図

1 月 15 日 個人 講演資料掲載 刈谷市郷土資料館 （外観 ・ 内観）

1 月 17 日
依佐美送信所記念館ガ

イドボランティア
冊子掲載 ガラス乾板

2 月 17 日 個人 書籍掲載 刈谷市郷土資料館 （外観 ・ 内観）
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４． 寄贈資料

寄贈日 寄贈者 分類 資料名 件数

4 月 19 日 個人 歴史資料 土井利徳画幅 1

4 月 23 日 個人 歴史資料 アコーディオン等 2

5 月 10 日 個人 歴史資料 火薬入 3

5 月 15 日 三清建設株式会社 歴史資料 測量器具 一括

5 月 21 日 個人 歴史資料 ミシン、 ライト 2

6 月 6 日 個人 歴史資料 主要食糧選択購入切符等 一括

6 月 11 日 個人 歴史資料 丸型石油ストーブ等 11

6 月 18 日 個人 歴史資料 伝月僊筆 「三国志図」 屏風等 4

7 月 9 日 個人 古文書 中島家文書 一括

9 月 10 日 個人 歴史資料 鉄道旅行案内 （大正 13 年刊行） 1

9 月 11 日 個人 歴史資料 地券 104

11 月 22 日 個人 考古資料 石器 21

12 月 8 日 個人 歴史資料 棗、 将棋盤 2

12 月 10 日 個人 考古資料 八本柄杓水車紋軒丸瓦等 3

12 月 18 日 個人 歴史資料 「胸像成るまて」 等 68

1 月 24 日 個人 歴史資料 ドラム ・ サンタ （セルロイド人形） 等 268

2 月 7 日 個人 歴史資料 豊田佐吉肖像 （写真） 1

2 月 28 日 株式会社富士萬 歴史資料 日富士サイダーガラスコップ等 20

2 月 28 日 個人 歴史資料 自転車等 3

2 月 28 日 個人 歴史資料 写真 3

3 月 13 日 個人 古文書 土井利長書幅等 217

3 月 27 日 個人 歴史資料 「華道家元華かゝ美生華栞の巻」 等 112

3 月 30 日 個人 歴史資料 人形一対 1
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５． 新規寄託資料

寄託日 寄託者 分類 資料名 件数

5 月 1 日 野田八幡宮 歴史資料 神代小町絵巻 1

7 月 11 日 個人 歴史資料 書幅、 扁額、 屏風等 6

2 月 1 日 個人 歴史資料 酒甕、 陣笠等 60

3 月 27 日 個人 歴史資料 古銭、 藩札等 17

６． 購入資料

分類 資料名 点数 内容

歴史資料 「伊勢物語」 全 1 帖　天文四年写 1 森立之 （福山藩医） 旧蔵資料

歴史資料 刀 （銘　泰龍斎宗寛造之／文久三年三月日） 1 刈谷藩刀工 ・ 寛重の師が作刀

７． 修復資料

市指定無形民俗文化財 「奴のねり」 道具の修繕

（大鳥毛 1 本、 先箱 2 個、 中箱 2 箱、 具足箱 1 個、 梵天頭 2 個）
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　Ⅴ　埋蔵文化財事業

１． 埋蔵文化財取扱業務

　事業地が包蔵地に該当するかを事業者が博物館窓口や FAX で事前確認する窓口照会は 365 件、

近接地や該当地における埋蔵文化財の所在の実地確認とその取扱いについて事業者が市へ文書

で求める有無照会は 38 件で、 うち近接地 19 件を試掘調査、 該当地 15 件を確認調査した。 　

　また、 文化財保護法に基づき、 周知の埋蔵文化財包蔵地内で土木工事等を行う際に事業者が提

出する発掘届 （第 93 条） ・ 発掘通知 （同 94 条） の受理及び県への進達は 41 件で、 うち 32 件

が工事立会 （前年度受理分を除く）、 9 件が慎重工事の対応となった。

（１） 窓口での有無照会 （FAX 含む） 件数 ： 365 件

（２） 文書による有無照会 件数 ： 38 件

（３） 試掘調査 件数 ： 19 件

No. 調査日 近接遺跡名 事業内容

1 4 月 9 日 士族屋敷跡 不動産調査

2 4 月 18 日 五月折戸貝塚 不動産調査

3 5 月 15 日 野田城 不動産調査

4 5 月 30 日 本郷遺跡 個人住宅建設

5 6 月 12 日 上池貝塚 個人住宅建設

6 6 月 13 日 小垣江古墳 個人住宅建設

7 6 月 19 日 本刈谷貝塚 不動産調査

8 7 月 19 日 一ツ木古窯 個人住宅建設

9 7 月 30 日 八ッ崎東貝塚 不動産調査

10 8 月 29 日 小垣江地内城 ・ 秋葉神社貝塚 個人住宅建設

11 9 月 11 日 今岡貝塚 個人住宅建設

12 10 月 9 日 泉田市場屋敷遺跡 個人住宅建設

13 11 月 12 日 士族屋敷跡 個人住宅建設

14 11 月 23 日 士族屋敷跡 個人住宅建設

15 11 月 27 日 間瀬口遺跡 個人住宅建設

16 12 月 19 日 士族屋敷跡 不動産調査

17 3 月 4 日 半城土古城 個人住宅建設

18 3 月 11 日 肴町貝塚 不動産調査

19 3 月 12 日 孫六第 3 号窯 介護施設建設

（４） 確認調査 件数 ： 15 件

No. 調査日 該当遺跡名 事業内容

1 5 月 15 日 本郷遺跡 集合住宅建設

2 8 月 7 日 絵下城 不動産調査

3 9 月 19、 20 日 半崎貝塚 分譲住宅建設
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No. 調査日 該当遺跡名 事業内容

4 11 月 29 日 絵下城 個人住宅建設

5 12 月 9 ～ 16 日 中手山貝塚 神社境内整備

6 12 月 26 日 上カス貝塚 個人住宅建設

7 1 月 7、 9 日 半崎貝塚 分譲住宅建設

8 1 月 16 日 絵下城 分譲住宅建設

9 1 月 16 日 絵下城 分譲住宅建設

10 2 月 2 日 上池貝塚 集合住宅建設

11 2 月 11 日 上池貝塚 個人住宅建設

12 2 月 25 ～ 28 日 野田城 分譲住宅建設

13 3 月 11 日 半崎貝塚 個人住宅建設

14 3 月 12 日 治兵衛山遺跡 個人住宅建設

15 3 月 14 ～ 19 日 半城土古城 個人住宅建設

（５） 発掘調査 件数 ： 0 件

（６） 工事立会 件数 ： 40 件

No. 立会日 該当遺跡名 事業内容 備考

1 4 月 2 日 小垣江地内城 電柱新設 前年度受理分

2 4 月 15 ～ 19 日、 5 月 1 日 前屋敷第 1 号貝塚 個人住宅建設 前年度受理分

3 4 月 20、 25 日、 5 月 1 日 前屋敷第 1 号貝塚 個人住宅建設 前年度受理分

4 4 月 20、 25 日、 5 月 1 日 前屋敷第 1 号貝塚 個人住宅建設 前年度受理分

5 5 月 18 日 半崎貝塚 分譲住宅建設 前年度受理分

6 5 月 27、 30 日、 7 月 12 日 本郷遺跡 集合住宅建設

7 5 月 30、 31 日 宮東第 1 号貝塚 建物解体

8 7 月 29 日、 8 月 2 日 前屋敷第 1 号貝塚 駐車場整備 前年度受理分

9 8 月 6 日 上池貝塚 側溝埋設 ・ 舗装

10 8 月 9、 10 日 一ツ木古窯 個人住宅建設

11 9 月 7 日 中西遺跡 分譲住宅建設 前年度受理分

12 9 月 25 日 半城土古城 宅地造成

13 11 月 12 日、 1 月 21 日 石神第 1 号窯 池堤整備 前年度受理分

14 11 月 29 日、 12 月 10 日 半崎貝塚 分譲住宅建設

15 12 月 19 日～ 1 月 21 日 中手山貝塚 道路建設

16 12 月 24、 25 日 半城土古城 分譲住宅建設

17 12 月 24、 25 日 半城土古城 分譲住宅建設

18 12 月 24、 25 日 半城土古城 分譲住宅建設

19 12 月 24、 25 日 半城土古城 分譲住宅建設

20 12 月 24、 25 日 半城土古城 分譲住宅建設

- 24 -



No. 立会日 該当遺跡名 事業内容 備考

21 12 月 24、 25 日 半城土古城 分譲住宅建設

22 12 月 24、 25 日 半城土古城 分譲住宅建設

23 1 月 15 日～ 3 月 25 日 刈谷城跡 池浚渫 （土砂採取）

24 2 月 11 日 孫六第 1 ・ 2 号窯 工場建設

25 2 月 19、 21 日、 3 月 11 日 中手山貝塚 神社境内整備

26 3 月 2 ～ 11 日 刈谷城跡 地質調査

27 3 月 18 ～ 21 日 野田城 分譲住宅建設

28 3 月 22、 25 日 半城土古城 個人住宅建設

29 3 月 28 日 絵下城 分譲住宅建設

30 3 月 28 日 絵下城 分譲住宅建設

31 八王子神社貝塚 電柱新設 ・ 撤去

32 本郷遺跡 ガス管埋設

33 刈谷城跡 電柱アース取付 R2 へ継続

34 五月折戸貝塚 道路建設 R2 へ継続

35 半崎貝塚 分譲住宅建設 R2 へ継続

36 孫六第 2 号窯 電柱新設 R2 へ継続

37 秋葉神社貝塚 ガス管埋設 R2 へ継続

38 半崎貝塚 個人住宅建設 R2 へ継続

39 五月折戸貝塚 電柱新設 ・ 撤去 R2 へ継続

40 上池貝塚 個人住宅建設 R2 へ継続

（７） 慎重工事 件数 ： 9 件

No. 遺跡名 事業内容

1 北地蔵山遺跡 機械設置 （地盤補強）

2 北地蔵山遺跡 機械設置 （地盤補強）

3 絵下城 個人住宅建設

4 築地貝塚 個人住宅建設

5 紫雲寺東遺跡 個人住宅建設

6 上カス貝塚 個人住宅建設

7 上池貝塚 個人住宅建設

8 上池貝塚 個人住宅建設

9 治兵衛山遺跡 個人住宅建設
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（１） 中手山貝塚確認調査 （12 月 9 ～ 16 日）

　中手山神明社の境内整備事業に伴う確認調

査。 対象地は標高約 8 ｍの碧海台地西端部に

位置し、 貝塚中心部 （神社本殿） の 20 ｍ程北

にあたる。 調査の結果、 貝層は確認されなかっ

たが、 炉跡と思われる焼土のまとまりが 1 か所検

出され、 その周囲では多くのピットが検出された。

縄文時代晩期の集落の居住域の可能性がある。

晩期前葉の元刈谷式土器、 石鏃等が出土した。

（２） 野田城確認調査 （2 月 25 ～ 28 日）

　分譲住宅建設工事に先立つ確認調査。 対象地

は野田城の南東部に位置し標高約 10 ｍの比較

的平坦な地形となっている。 調査の結果、 対象

地の北側では溝や土坑、 ピットが検出され、 内

耳鍋などの中世土師器が出土した。 対象地の南

側では、 かつて存在した土塁の基部と思われる

地山の高まりが帯状に検出された。

野田城

（３） 半城土古城確認調査 （3 月 14 ～ 19 日）

　個人住宅建設工事に伴う確認調査。 対象地は

半城土古城の北東端に位置し、 標高約 10 ｍの

比較的平坦な地形となっている。 調査の結果、

調査区西壁沿いに中世の溝が 1 条検出され、 覆

土からわずかだが中世土師器片が出土した。 溝

より東側は遺構が全く検出されず、 この溝が中世

城館の外縁を区画する溝と判明した。

半城土古城

［（４） 確認調査のうち No.5］

［（４） 確認調査のうち No.12］

［（４） 確認調査のうち No.15］

２． 主な調査概要

中手山貝塚

３． 出土遺物等整理作業

本刈谷貝塚 （平成 13 ～ 15 年度調査） の整理作業を実施した。 （令和 2 年度に継続）

- 26 -



　Ⅵ　管理 ・ 運営

１． 組織

市民活動部文化観光課内
刈谷市歴史博物館

館長 （文化振興監兼務） 1 名 館長代理 1 名

指導主事 （現職教員）　1 名

事務職員　2 名

学芸員　8 名

臨時職員　25 名

（令和 2 年 3 月 31 日現在）

２． 職員

館 長　加藤隆司

館 長 代 理　近藤亜由子  （～ 2019.09.30）

　　　　　　　  中尾理恵　 　（2019.10.01 ～）

指 導 主 事　中村雅至　　 （2019.04.01 ～）

事 務 職 員　岩本優里

　　　　　　　  早川亮　　　　（～ 2019.03.31）

　　　　　　　  石川友香

学  芸  員　村瀬典章　 　［歴史］ （～ 2019.03.31）

　　　　　　　　鵜飼堅証　 　［考古］

　　　　　　 　 長澤慎二　 　［歴史］

　　　　 　　　 河野あすか   ［考古］

　　　　　　　  佐野郁乃　　 ［考古］ （～ 2019.03.31）

　　　　　 　 　五十嵐正也  ［歴史］

　　　　　 　 　永井優香子  ［美術工芸］

　　　　　 　　 井筒康人　 　［歴史］ （2019.04.01 ～）

　　　　 　　　 山下智也　 　［歴史］ （2019.04.01 ～）

　　　　　 　 　水野節子　 　［歴史］ （2019.10.01 ～）

３． 平成 31 年度決算

項目 決算額 （円） 摘要

社会教育総務費 4,948,609 市史資料整理費等

文化財保護費 25,307,184 埋蔵文化財調査、 文化財保存事業補助金等

歴史博物館費 79,501,105 企画展開催、 施設管理等

（１） 歳出

（２） 歳入

項目 決算額 （円） 摘要

財産収入 土地建物貸付収入 87,743 自動販売機設置

諸収入
歴史博物館事業収入 118,950 簡単工作参加料

雑入 1,602,810 冊子等頒布収入、 講座受講料等
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（１） 歴史博物館協議会委員

４． 刈谷市歴史博物館協議会

（敬称略、 順不同、 平成 31 年 4 月 1 日現在）

会 長　西宮秀紀　　 （愛知教育大学名誉教授）

副 会 長　吉田俊英　　 （四日市市立博物館館長）

　　　　　　 堀江登志実  （岡崎市美術博物館前副館長）

　　　　　　 山田孝　　　　（刈谷市文化財保護審議会会長）

　　　　　 　真島聖子　　 （愛知教育大学准教授）

　　　　　　 清水英弥　　 （刈谷東中学校校長）

　　　　　　 石橋保尚　　 （雁が音中学校教諭）

　　　　　　 市川明日香  （刈谷市立学校 ・ 幼稚園ＰＴＡ連絡協議会副会長）

　　　　　 　吉田永子　　 （刈谷市婦人会連絡協議会副会長）

　　　 　　　成田年秀　　 （トヨタ産業技術記念館副館長）

（２） 開催状況

ア　平成 30 年度

開催日 議題 場所

第 1 回 2 月 22 日

(1) 会長の選任について

(2) 歴史博物館について （概要説明及び見学）

(3) 平成 31 年度歴史博物館事業計画について

歴史博物館

１階講座室

イ　平成 31 年度

（１） 文化財保護審議会委員

５． 刈谷市文化財保護審議会

（敬称略、 順不同、 平成 31 年 4 月 1 日現在）

会 長　　山田孝　　　（元小学校校長）　

　　　　　　 　都築義秀   （元中学校教頭 ・ 松雲院住職）

　　　　　　 　鈴木達夫　 （元高等学校副校長）

　　　　　　 　渡部貫道　 （元高等学校教員 ・ 楞厳寺住職）

　　　　　　 　松原啓治   （元中学校校長）

　　　　　 　　真島聖子　 （愛知教育大学准教授）

開催日 議題 場所

第 1 回 7 月 10 日
(1) 開館後の状況について

(2) 今後の予定について

歴史博物館

１階講座室

第 2 回 10 月 30 日

(1) 開館後の状況について

(2) 来年度の企画展について

(3) 今後の予定について

歴史博物館

１階講座室
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（２） 開催状況

開催日 実施事業 場所

6 月 14 日 県内研修
歴史の里しだみ古墳群 （名古屋市）

瀬戸蔵ミュージアム （瀬戸市）

10 月 3 ～ 4 日 県外研修 高岡市立博物館、高岡御車山会館、瑞龍寺 （富山県高岡市）

1 月 23 日
文化財防火訓練

［雨天中止］

遊心寺 （井ケ谷町）

対象文化財　木造毘沙門天王像 （市指定 ・ 彫刻）

ア　会議

開催日 議題 場所

第 1 回 4 月 18 日

(1) 平成 31 年度開催計画について

(2) 県内研修について

(3) 市文化財の指定について

歴史博物館

１階講座室

第 2 回 7 月 18 日
(1) 市文化財の指定について

(2) 県外研修先の選定について

歴史博物館

１階講座室

第 3 回 10 月 31 日
(1) 市文化財の指定について

(2) 文化財防火訓練について

歴史博物館

１階講座室

第 4 回 1 月 23 日 (1) 市文化財の指定について
北部生涯学習センター

2 階 201 研修室

第 5 回 3 月 5 日 (1) 市文化財の指定について
刈谷市役所

7 階 701 会議室

イ　研修

※参考

種別
指定別

計
国 県 市

有形文化財

建造物 0 0 1 1

絵画 0 3 9 12

彫刻 0 2 8 10

工芸品 0 0 10 10

書跡 0 3 8 11

典籍 0 0 1 1

古文書 0 0 12 12

考古資料 0 1 10 11

民俗文化財
有形 0 0 6 6

無形 0 1 3 4

記念物
史跡 0 1 13 14

天然記念物 1 0 2 3

合計 1 11 83 95

　刈谷市内の指定 ・ 登録文化財件数 （令和 2 年 3 月 31 日現在）

登録文化財 建造物 4 0 0 4
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（１） 入館者数 ・ 入場者数

６． 利用状況

平成 31 年 3 月 24 日開館から月ごとの入館者数、 及び各展示室の入場者数

開館日数 入館者数
各展示室　入場者数

常設展示室 祭り展示室 企画展示室 （開催日数）

平成 30 年度 3 月 8 日 9,823 6,707 7,423 5,922 （　8 日）

平成 31 年度

4 月 26 日 13,421 9,595 10,160 9,576 （ 26 日）

5 月 27 日 9,227 6,303 6,152 4,663 （ 17 日）

6 月 26 日 3,827 3,111 2,677 ― ―

7 月 26 日 3,667 2,641 2,617 831 （　8 日）

8 月 27 日 4,499 3,068 3,091 3,497 （ 27 日）

9 月 25 日 3,140 2,203 2,039 2,245 （ 21 日）

10 月 25 日 4,641 3,096 2,748 2,963 （ 25 日）

11 月 25 日 3,105 2,239 2,032 619 （　4 日）

12 月 24 日 3,176 1,993 1,709 1,695 （ 13 日）

1 月 24 日 3,620 2,589 2,154 2,555 （ 24 日）

2 月 24 日 2,550 2,087 1,547 1,053 （　8 日）

3 月 2 日 178 123 146 ― ―

小計 281 日 55,051 39,048 37,072 29,697 （173 日）

合計 289 日 64,874 45,755 44,495 35,619 （ 181 日）

※ 10 月 12 日は台風 19 号のため臨時休館。

※ 3 月 4 日から新型コロナウイルス感染症拡大防止のため臨時休館。

（２） 企画展入場者数

企画展名 期間 開催日数 入場者数

初代刈谷藩主　水野勝成展

～ 「鬼日向」 のいくさとまちづくり～
3 月 24 日～ 5 月 19 日 51 日 20,161

はこぶものたち－運搬事始メ－ 7 月 23 日～ 9 月 1 日 36 日 4,503

発掘された中条遺跡展

－地下に眠る刈谷の１万年－
9 月 7 日～ 11 月 4 日 49 日 5,652

刈谷の近代化と豊田佐吉 ・ 喜一郎

－準備は出来たカリヤは邁進します－
12 月 14 日～ 2 月 9 日 45 日 5,303

合計 181 日 35,619
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（３） 資料閲覧室利用状況

入室者数 閲覧者数 閲覧資料件数

平成 30 年度 3 月 118 4 14

平成 31 年度

4 月 404 11 19

5 月 188 32 59

6 月 118 31 57

7 月 106 24 49

8 月 123 19 38

9 月 117 23 77

10 月 67 14 36

11 月 101 18 69

12 月 37 22 123

1 月 69 12 50

2 月 72 22 78

3 月 6 2 10

小計 1,408 230 665

合計 1,526 234 679

（４） 教員研修利用受入

利用日 団体名 人数 備考

8 月 7 日 市内初任者 20 常設展見学 ・ 初任者研修

8 月 8 日 碧南市社会科教員 30 常設展見学

8 月 22 日 豊田市教員 36 常設展見学 ・ 博物館設置準備委員会

8 月 22 日 市内教員 30 常設展見学 ・ 博学連携情報交換会

合計 116
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（５） 視察 ・ 見学利用

来館日 団体名 人数

3 月 25 日 刈谷ロータリークラブ 90

4 月 3 日 ふるさとガイドボランティア 27

4 月 4 日 カナダトロント総領事 10

4 月 18 日 刈谷交通タクシー 15

4 月 19 日
全国都市清掃会議北陸東海地

区協議会
37

4 月 19 日 衣浦五市議会事務局長会議 8

4 月 19 日 刈谷交通タクシー 15

4 月 21 日 東海古城研究会 50

4 月 23 日 刈谷交通タクシー 15

4 月 26 日 刈谷交通タクシー 15

5 月 6 日 愛知歴史談話会 19

5 月 9 日 刈谷郷土文化研究会 30

5 月 9 日 豊田市教育委員会 10

5 月 10 日 知立建設事務所 20

5 月 11 日 史跡めぐり 61

5 月 14 日 知立郷土研究会 19

5 月 15 日 日本監査役協会中部支部 25

5 月 17 日 商工会議所女性会 30

5 月 17 日 ミササガ市民団 20

5 月 18 日 名鉄ハイキング ※１

5 月 19 日 東海民具学会 5

5 月 21 日 滴の会 24

5 月 22 日 ろうきん友の会いきいきクラブ 20

5 月 22 日 豊田市教育委員会 10

5 月 23 日 刈谷ライオンズクラブ 50

5 月 23 日 インディアナ州 15

5 月 30 日 みよし市文化財保護委員会 6

6 月 4 日 国交省職員施設見学 15

6 月 12 日 刈谷市民生委員 29

6 月 18 日 カキツバタを守る会県内研修 30

来館日 団体名 人数

6 月 19 日 東吉野村 30

6 月 25 日 碧南市生活学校 20

6 月 28 日 刈谷市民生委員 27

6 月 30 日 名古屋大学日本史学研究室 20

7 月 4 日 半田市向山公民館 30

7 月 9 日
福井県大野市民生委員 ・ 刈谷

市社会福祉協議会研修視察
50

7 月 11 日 岡崎市議会文教生活委員会 9

7 月 11 日 サルビア研究会 10

7 月 12 日 市内学校事務職員研修 30

7 月 17 日 刈谷東高校図書委員会 4

7 月 20 日 ローズ倶楽部 17

7 月 24 日 刈谷市自治連合会 25

7 月 28 日 幸田町長 ・ 奈良県安堵町長 5

8 月 3 日 安城市議会 ・ 長野県根羽村長 29

8 月 6 日 新人市議会議員 28

8 月 7 日 刈谷市新任教員 30

8 月 8 日 碧南市社会科教員 30

8 月 9 日 刈谷市婦人会連絡協議会 29

8 月 10 日 中国少年野球 30

8 月 16 日
広島県福山市 ・ 和歌山県新宮

市 ・ 茨城県結城市
10

8 月 20 日 オリンピック組織委員会 28

8 月 20 日 刈谷市監査委員 3

8 月 20 日 愛知県都市整備部 20

8 月 22 日 豊田市教員研修 30

9 月 3 日
海津市歴史民俗資料館博物館

協議会
10

9 月 6 日 岡崎市社会教育審議会 9

9 月 7 日 安城市あおぞら歴史教室 21

9 月 15 日 西部地区スタンプラリー 35

9 月 25 日 石川県教育委員会教育文化課 10
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来館日 団体名 人数

9 月 27 日 織豊会 20

10 月 2 日 産業技術記念館バスツアー 40

10 月 2 日 歴史文化悠遊会 140

10 月 3 日 公民館長 ・ 役員研修 70

10 月 5 日
まちづくりかりや　ゲット＆ウォー

クラリー
35

10 月 6 日 JR さわやかウォーキング ※１

10 月 10 日 産業技術記念館バスツアー 40

10 月 17 日 小山地区保健健康推進員 33

10 月 18 日 要約筆記かきつばた 20

10 月 18 日 刈谷自分史悠友会 12

10 月 19 日 三河考古学談話会 30

10 月 25 日 西三河広報研究会 9

10 月 26 日 かりや景観づくり講座 47

11 月 7 日 福山市文化財保護協会 20

11 月 8 日 絵手紙サークルひがしうら 6

11 月 10 日 刈谷 GOGO ウォーキング ※１

11 月 13 日 長野県松本市玄向寺 29

11 月 14 日 碧南市社会福祉協議会 20

11 月 16 日
知多市教育委員会 （中部公民

館）
18

11 月 17 日 愛知県健康づくりリーダーバンク 30

11 月 17 日 NPO 法人維新の魁 20

11 月 19 日
安城市歴史博物館協議会 ・ 保

護審議会
13

11 月 26 日 一宮身体障害女性部 25

11 月 29 日 西三河生活学校交流会 30

12 月 10 日 ウォーキング同好会 20

1 月 19 日 元刈谷歩け歩け大会 156

1 月 21 日 幸田町文化財保護審議会 9

1 月 21 日 火曜会新春例会 24

1 月 22 日 愛知県建築部局会議 50

来館日 団体名 人数

1 月 28 日 刈谷法人会婦人部 35

2 月 4 日 4 市統計調査員合同研修会 100

2 月 4 日 豊山町生涯学習課 3

2 月 5 日 福島県郡山市文化振興課 3

2 月 6 日
3 市連携関係課会議 （豊田市 ・

湖西市 ・ 刈谷市）
15

2 月 23 日 濃尾古城探訪の会 30

　94 件　延べ 2,500 人

※１ 自由入場のため団体の入場者数は不明。

　　［参考］ 当日の入館者数

　　　5 月 18 日　1,831 人

　　　10 月 6 日　1,659 人

　　　11 月 10 日　132 人
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（１） 博物館事業の啓発 ・ 広報

７． 広報出版物

ア　歴史博物館ホームページ

展示やイベントの周知および利用案内、 交通アクセス等の情報を掲載。

　閲覧者数 ： 48,040 人 （令和 2 年 3 月 31 日現在、 開館日より累計）

イ　市民だより

　刈谷市広報広聴課が発行する広報紙 「市民だより」 に企画展や関連するイベント情報のほか、

歴史体験講座の募集要項等を随時掲載。 毎月 1 日号に収蔵品の紹介などのコラム 「歴史散歩」

を連載。

（２） 平成 31 年度刊行物

ア　機関誌

（ア） 歴史博物館ニュース （無料）

　企画展の案内や展示資料に関する小論等を掲載。 平成 31 年度は 3 回発行した。

（イ） 歴博かわら版 （無料）

　主にイベント情報を周知するため不定期で発行。 平成 31 年度は 6 回発行した。

イ　図録 ・ 解説パンフレット

（ア） 図録

　 ・ 開館記念企画展

　　「初代刈谷藩主　水野勝成展

　　　　　　　　　　　　　　　～ 「鬼日向」 のいくさとまちづくり～」

　　　平成 31 年 3 月 24 日発行　（A4 変型 ・ 72 頁 ・ 800 円）

（イ） 企画展解説パンフレット

　 ・ 「はこぶものたち－運搬事始メ－」

　　　令和元年 7 月発行　（A4 ・ 4 頁 ・ 無料）

　 ・ 「発掘された中条遺跡展－地下に眠る刈谷の１万年－」

　　　令和元年 9 月発行　（A4 ・ 8 頁 ・ 無料）

　 ・ 「刈谷の近代化と豊田佐吉 ・ 喜一郎－準備は出来たカリヤは邁進します－」

　　　令和元年 12 月発行　（A4 ・ 8 頁 ・ 無料）
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（ウ）　その他出版物

　 ・ 歴史の小径　改定版

　　　3 種類 （城下町編 / 高津波 ・ 小山編 / 一ツ木 ・ 築地 ・ 恩田編）

　　　令和 2 年 3 月発行　（無料）

（３） 販売物品

ア　書籍

タイトル 価格 （円）

刈谷市史　全 9 巻　

　第 1 巻　本文編　（原始 ・ 古代 ・ 中世） 3,600

　第 2 巻　本文編　（近世） 3,600

　第 3 巻　本文編　（近代） 3,600

　第 4 巻　本文編　（現代） 3,600

　第 5 巻　資料編　（自然 ・ 考古） 3,600

　第 6 巻　資料編　（近世） 3,600

　第 7 巻　資料編　（近代） 3,600

　年表 3,600

　別巻 3,600

刈谷市史　索引 1,200

刈谷市史文書目録 1 ～ 4 （※３は完売） 各 2,300

刈谷町庄屋留帳　全 20 巻

　第 1 巻 3,600

　第 2 巻～第 5 巻 各 3,300

　第 6 巻～第 10 巻 各 3,400

　第 11 巻～第 20 巻 各 3,600

刈谷町庄屋留帳　索引 2,500

刈谷城築城 480 年記念展図録 1,000

尾張三河地方の考古資料図録　－谷沢靖氏寄贈資料 1 － 2,100

刈谷の考古資料図録　－谷沢靖氏寄贈資料 2 － 2,900

築地貝塚遺物概報 1,500

中条遺跡発掘調査報告書 1　（平成 9 年度調査） 1,700

中条遺跡発掘調査報告書 2　（平成 10 年度調査） 2,500

中条遺跡発掘調査報告書 3　（平成 11 年度調査） 2,500

中条遺跡発掘調査報告書 4　（平成 12 年度調査） 2,500
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イ　DVD

タイトル 価格 （円）

『刈谷偉人伝』 （全 6 巻）

各 1,000

　その 1　幕末をかけぬけた刈谷の志士たち～維新の魁　天誅組～

　その 2　初代刈谷藩主　水野勝成物語～鬼日向と呼ばれたお殿さま～

　その 3　フェライトの父　加藤与五郎～ふるさと刈谷を愛しつづけた日本のエジソン～

　その 4　森銑三と森三郎兄弟～ふるさと刈谷で育まれた固い絆～　

　その 5　刈谷に夢をかけた豊田佐吉と喜一郎～親子で紡いだモノづくりの心～

　その 6　徳川家康の生母 ・ 於大～知恵と愛情で戦国の世を生き抜いた～

『甦る刈谷城』 ～復元 CG 刈谷城と城下町～ 1,000

（４） その他　無料配布物 （パンフレット等）

ア　歴史の小径

　　（合冊） （小垣江 ・ 重原 ・ 野田） （東海道 ・ 鎌倉街道周辺） （井ケ谷） （城下町）

　　（高津波 ・ 小山 ・ 一ツ木 ・ 築地 ・ 恩田） （城下町周辺） （刈谷城 ・ 天誅組）

イ　文化財マップ

ウ　刈谷のあゆみ （刈谷年表）

エ　森銑三と森三郎兄弟 ( 解説）

オ　水野勝成 （解説）

カ　刈谷城現況対照図 ・ 正徳期頃の城郭位置図

キ　刈谷市郷土資料館 （施設案内）
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　Ⅶ　条例 ・ 規則

１． 刈谷市歴史博物館条例

平成 30 年 3 月 28 日条例第 13 号

　改正　平成 30 年 6 月 29 日条例第 21 号

（趣旨）

第１条　この条例は、博物館法 （昭和 26 年法律第 285 号。 以下 「法」 という。） 第 18 条の規定に基づき、

博物館の設置に関し必要な事項を定めるものとする。

（名称及び位置）

第２条　博物館の名称及び位置は、 次のとおりとする。

( １)　名称　刈谷市歴史博物館

( ２)　位置　刈谷市逢󠄀妻町４丁目 25 番地１

（事業）

第３条　刈谷市歴史博物館は、 次に掲げる事業を行う。

( １)　歴史、 考古、 民俗、 美術工芸等に関する資料 （以下 「博物館資料」 という。） を収集し、 保管し、

展示し、 及び供用すること。

( ２)　博物館資料に関する調査研究を行うこと。

( ３)　博物館資料に関する解説書、 目録、 調査研究の報告書等を作成し、 及び頒布すること。

( ４)　博物館資料に関する講演会、 講習会、 研究会等を開催すること。

( ５)　その他刈谷市教育委員会 （以下 「教育委員会」 という。） が必要と認めたこと。

（入館の制限）

第４条　教育委員会は、 次の各号のいずれかに該当する場合には、 入館を禁じ、 又は退館を命ずるこ

とができる。

( １)　公の秩序又は善良な風俗を乱すおそれがあると認めたとき。

( ２)　建物及び附属物を害するおそれがあると認めたとき。

( ３)　管理上支障があると認めたとき。

( ４)　その他教育委員会が適当でないと認めたとき。

（損害賠償義務）

第５条　故意又は過失により施設、 設備又は博物館資料を破損し、 又は滅失した者は、 それによって

生じた損害を賠償しなければならない。

（博物館協議会）

第６条　法第 20 条第１項の規定に基づき、 刈谷市歴史博物館に刈谷市歴史博物館協議会 （以下 「協

議会」 という。） を置く。

２　協議会は、 委員 10 人以内で組織する。

３　委員は、 次に掲げる者のうちから教育委員会が委嘱する。

( １)　学校教育及び社会教育の関係者

( ２)　家庭教育の向上に資する活動を行う者

( ３)　学識経験を有する者

( ４)　その他教育委員会が必要と認める者
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４　委員の任期は、 ２年とする。 ただし、 委員が欠けた場合における補欠の委員の任期は、 前任者の

残任期間とする。

５　委員は、 再任されることができる。

（委任）

第７条　この条例の施行に関し必要な事項は、 教育委員会規則で定める。

附　則

（施行期日）

１　この条例は、 平成 31 年３月 24 日から施行する。 ただし、 第６条及び第７条並びに次項の規定は、

平成 30 年 10 月１日から施行する。

（刈谷市報酬額及び費用弁償額並びにその支給方法に関する条例の一部改正）

２　刈谷市報酬額及び費用弁償額並びにその支給方法に関する条例 （昭和 32 年条例第１号） の一部

を次のように改正する。

第２条第１項中第 49 号を第 50 号とし、 第 48 号の次に次の１号を加える。

(49)　歴史博物館協議会委員　日額　6,400 円

第４条第２項ただし書中 「第２条第１項第 49 号」 を 「第２条第１項第 50 号」 に改める。

附　則 （平成 30 年６月 29 日条例第 21 号抄）

（施行期日）

１　この条例は、 平成 30 年７月１日から施行する。
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２． 刈谷市歴史博物館条例施行規則

平成 30 年 3 月 28 日教育委員会規則第 3 号

（趣旨）

第１条　この規則は、 刈谷市歴史博物館条例 （平成 30 年条例第 13 号。 以下 「条例」 という。） の施

行に関し必要な事項を定めるものとする。

（休館日）

第２条　刈谷市歴史博物館 （以下 「博物館」 という。） の休館日は、 次のとおりとする。 ただし、 刈谷

市教育委員会 （以下 「教育委員会」 という。） が特に必要があると認めたときは、変更することができる。

( １)　毎週月曜日

( ２)　国民の祝日に関する法律 （昭和 23 年法律第 178 号） に規定する休日の翌日

( ３)　１月１日、 １月３日及び 12 月 29 日から 12 月 31 日まで

( ４)　施設の管理上必要な日

２　前項第４号の休館日の期日については、 教育委員会が定める。

（開館時間）

第３条　博物館の開館時間は、 午前９時から午後５時までとする。 ただし、 教育委員会が特に必要があ

ると認めたときは、 変更することができる。

（観覧料）

第４条　博物館の特別展示の観覧料の額は、 その都度教育委員会が定めた額とする。

２　既納の観覧料は、 返還しない。 ただし、 次の各号のいずれかに該当する場合は、 その全部又は一

部を返還することができる。

( １)　災害その他観覧しようとする者の責めに帰すことのできない事由により観覧できないとき。

( ２)　前号に掲げるもののほか、 教育委員会が特別の理由があると認めたとき。

（使用許可等）

第５条　博物館資料の使用をしようとするものは、 あらかじめ教育委員会の許可を受けなければならない。

ただし、 図書等 （重要文化財その他これに準ずる重要なものを除く。 以下同じ。） の閲覧にあっては、

この限りでない。

（使用許可の申請等）

第６条　前条の許可を受けようとするものは、 刈谷市歴史博物館資料使用許可申請書 （様式第１号） を

教育委員会に提出しなければならない。

２　教育委員会は、 前項の申請書を受理した場合は、 その内容を審査し、 適当と認めたときは、 刈谷

市歴史博物館資料使用許可書 （様式第２号） を当該申請書を提出したものに交付する。

３　教育委員会は、 前項の規定による許可に必要な条件を付することができる。

４　図書等を閲覧しようとする者は、 閲覧票 （様式第３号） を館長に提出しなければならない。

（使用許可の制限）

第７条　教育委員会は、 次の各号のいずれかに該当するときは、 博物館資料の使用を許可しない。

( １)　博物館資料の保存に影響を及ぼすおそれがあると認めるとき。

( ２)　現に博物館資料が展示されているとき。

( ３)　寄託された博物館資料で、 寄託者の同意を得ていないとき。
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( ４)　著作権者がある博物館資料で、 著作権者の同意を得ていないとき。

( ５)　その他教育委員会が適当でないと認めたとき。

（使用許可の取消し等）

第８条　教育委員会は、 次の各号のいずれかに該当するときは、 博物館資料の使用の許可を取り消し、

又は中止を命ずることができる。

( １)　この規則に違反したとき。

( ２)　使用の許可条件に違反したとき。

( ３)　偽りその他不正な手段により許可を受けたとき。

( ４)　災害その他の事故により使用ができなくなったとき。

( ５)　公共の福祉のためやむを得ない理由があるとき。

２　前項の規定によって第６条第２項の規定により許可を受けたもの （以下 「使用者」 という。） が受ける

損害に対して、 教育委員会はその責任を負わない。

（原状回復義務）

第９条　使用者は、 博物館資料の使用を終了したときは、 直ちに原状に復さなければならない。 前条第

１項の規定により博物館資料の使用の許可を取り消され、 又は中止を命ぜられたときも同様とする。

（弁償）

第 10 条　図書等を亡失し、 又は汚損し、 若しくは破損したときは、 同一図書等又はその図書等の時価

をもって弁償しなければならない。 ただし、 災害等やむを得ない理由がある場合は、 この限りでない。

（遵守事項）

第 11 条　博物館の利用者は、 次に掲げる事項を守らなければならない。

( １)　秩序ある行動をとること。

( ２)　指定の場所以外で飲食し、 喫煙し、 又は火気を使用しないこと。

( ３)　危険物を携帯し、 又は動物類を連行しないこと。

( ４)　許可を受けないで物品を展示し、 又は販売しないこと。

( ５)　その他管理上必要な指示に反する行為をしないこと。

（協議会の会長）

第 12 条　条例第６条第１項の刈谷市歴史博物館協議会 （以下 「協議会」 という。） に、 会長を置き、

協議会の委員 （以下 「委員」 という。） の互選によりこれを定める。

２　会長は、 会務を総理する。

３　会長に事故があるとき、 又は会長が欠けたときは、 あらかじめ会長の指名する委員がその職務を代

理する。

（会議）

第 13 条　協議会の会議 （以下 「会議」 という。） は、 会長が招集する。

２　会長は、 会議の議長となり、 議事を整理する。

３　会議は、 委員の半数以上の出席がなければ開くことができない。

４　会議の議事は、 出席委員の過半数で決し、 可否同数のときは、 議長の決するところによる。

（意見の聴取等）

第 14 条　会長は、 必要があると認めるときは、 委員以外の者から意見を聴き、 又は説明若しくは資料

の提出を求めることができる。
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（庶務）

第 15 条　協議会の庶務は、 博物館において処理する。

（協議会の運営）

第 16 条　第 12 条から第 15 条に定めるもののほか、 協議会の運営に関し必要な事項は、 会長が協議

会に諮って定める。

（雑則）

第 17 条　この規則に定めるもののほか、 必要な事項は、 教育委員会が別に定める。

附　則

この規則は、平成 31 年３月 24 日から施行する。 ただし、第４条及び第 12 条から第 17 条までの規定は、

平成 30 年 10 月１日から施行する。
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様式第１号 （第 6 条関係） 様式第２号 （第 6 条関係）

様式第３号 （第 6 条関係）

刈谷市歴史博物館資料使用許可申請書

年　　月　　日

刈谷市教育委員会

申請者 住　　所
氏　　名

電話番号

団体の場合は名称
及び代表者氏名

（　　　）　　　―

下記のとおり申請します。

資 料 の 名 称
及 び 数 量

名　　称 数量 備　　考

区　　　　　分 □撮影　　□複写　　□その他（　　　　　　　）

目的又は用途

期　　　　　間 　　　　年　　月　　日　～　　　　年　　月　　日

  

刈谷市歴史博物館資料使用許可書

年　　月　　日
様

刈谷市教育委員会

　　年　　月　　日付けの申請について、下記のとおり許可します。

資 料 の 名 称
及 び 数 量

名　　称 数量 備　　考

区　　　　　分 □撮影　　□複写　　□その他（　　　　　　　）

目的又は用途

期　　　　　間 　　　　年　　月　　日　～　　　　年　　月　　日

第 号

印

閲 覧 票

年　　月　　日

刈谷市歴史博物館長

下記図書等の閲覧をお願いします。

整理番号 図 書 等 の 名 称 備 考

住 所

氏 名

記

記

- 42 -



刈谷市歴史博物館　年報（第 1号）
令和元年度

令和２年１０月１日発行

発行　刈谷市
編集　刈谷市歴史博物館
住所　〒 448-0838

 愛知県刈谷市逢󠄀妻町 4丁目 25 番地 1
TEL　 0566-63-6100　　FAX　 0566-63-6108
URL　 https://www.city.kariya.lg.jp/rekihaku/


	年報表紙（くるみ） 1.pdf
	年報１(最終_修正済）20201111.pdf
	年報表紙（くるみ） 3.pdf



